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◯空洞チューニング、ソレノイド等について柏木より報告があった。

専用の治具により空洞の端板部の押し引きにより周波数を調整することを検討している。またソレノイドについてはボア径を大きくとり、所定の磁場を得ることを検討している。また、ローカルにBucking coilを配置し、磁場とその勾配をともにカソード上で0にすることが可能だ。その場合磁場が若干弱くなるが、許容範囲と思われる。

Q: 図面を見ると、引っ張る場合はわかるが、押す場合はどこがあたり面になるのか?

A：既製のメカを用いて図面を引いている。押す場合についてはこれからつめて行く予定である。

Q：空洞内部の接触面についての検討は?

A：樹脂を考えている。また金属を銅メッキすることも検討している。

Q：必要な磁場の大きさは?

A：1400Gaussである。

Q: 圧力やトルクの管理は可能か?

A：そのような機構をつければ可能だろう。ただ実際は周波数を見ながら調整するので、ダミー空洞による変形試験のみで充分だろう。

Q：Bucking coilをカソードに近づけると良いのでは?

A：その可能性もある。検討したい。

Q：運転温度は55度Cと仮定しているが、妥当性についての検討は?

A：温度によるチューニングは必要である。あまり高温での運転には問題があるので、ある程度の調整代を考えるとこの程度の温度であろう。

Q：温調は?

A：0.1度Cは必要。またローカルな加熱あるいは時間変化など熱シミュレーションをできればやりたい。

◯陽電子源の開発計画について、浦川より現状報告があった。

液体リチウムレンズについては、技術設計について、BINPに依頼しているところである。しかし技術的にはかなり難しいという感触だ。液体鉛標的については、BN窓とそのロウ付けと、技術的な課題がはっきりしており、取り組みやすい。KEKBあるいはATFでのテストを計画している。また、流速10 m/sを超える可能性について、BINPに検討してもらう。

C：阪大として、モチベーションは大強度陽電子源だ。しかしILCよりは強度が低いので、固体Liレンズで対応可能だろう。

C：陽電子の収集光学系としては、Liレンズが良いが、液体の場合は内部を高圧(1E+12Pa)に保つため、Tiなどの窓を厚くせざるえず、それが陽電子を吸収してしまう。固体ならその困難はない。

Q：放射化についての検討は?

A：Hgに比べて、放射化の際にできる核種の性質は良いようだが、検討する必要がある。

その他

◯3/25より、レーザー開発をしているロシアのIAP(Institute for Applied Physics)のEfgeny Khazanov氏が来日する。3/26に会合を予定しているので参加してほしい。

Q:レーザー完成予定は?

A:2009年度末である。

◯ A. Deshpande氏より、複数のParticle tracking codesを使用し、L-band RF Gun のシミュレーションを開始した旨の報告があった。今後はASTRAメインにスタディを進める予定。

次回会合は3/24(火) 13：30より

文責 栗木

